
低地や山地の湿地に生える多年草。匍匐する根茎からつる性の茎を伸ばす。茎はやわらかく、無毛か、わ
ずかに短毛がある。葉は卵形または狭卵形で短くとがり、基部は円形で長さ1.5-2.5cmの柄があり、鋸歯

はなく、葉柄や葉の縁、脈上に短毛があるほかはほとんど無毛である。葉身は長さ4-9cm、幅2-4cmにな

る。8-9月、茎の途中からまばらに分枝する集散花序を出す。花冠は紫色、5片に深く裂け、径1-1.5cm、開
くと背面に反り返る。

県内では1ヶ所に知られているが、現状は確認できてい
ない。

河川工事などによる生育環境の人為的破壊の危険度
が高い。生育地である河川や湿地環境の保全が重要
である。
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人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ナス科

兵庫県ランク…オオマルバノホロシ
環境省ランク… －Solanum  megacarpum  Koidz.


